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旧
統
一
教
会
等
に
よ
る
霊
感
商
法
や
過
大
な
寄
附
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

「
旧
統
一
教
会
」
（
現
在
は
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）
に
関
し
て
は
、
そ
の
霊
感
商
法
や
過
大
な
献
金
が
社
会
問
題
化
し

て
お
り
、
被
害
救
済
を
求
め
る
裁
判
も
多
数
提
訴
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
被
害
実
態
に
即
し
て
実
定
法
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
当
な
商
法
や
過
大
な
寄
附
を
制
限
す
る
民
事
法
が
存
在

し
な
け
れ
ば
、
た
と
え
被
害
者
た
ち
が
被
害
救
済
を
求
め
て
提
訴
し
た
と
し
て
も
、
救
済
さ
れ
な
い
。 

 

よ
っ
て
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

寄
附
者
自
ら
が
返
還
を
請
求
す
る
ケ
ー
ス 

 

１ 

あ
る
信
者
（
以
下
、
Ａ
と
い
う
）
が
、
あ
る
宗
教
団
体
（
以
下
、
Ｂ
と
い
う
）
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に

お
い
て
、
Ｂ
に
対
し
て
、
Ａ
の
収
入
や
資
産
に
比
し
て
過
大
な
寄
附
を
し
た
場
合
、
現
行
民
法
や
消
費
者
契
約
法
に
基
づ

き
、
Ａ
は
Ｂ
に
対
し
て
、
そ
の
寄
附
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
る
か
。 

 
 
 

現
行
法
に
お
い
て
も
、
Ａ
が
Ｂ
か
ら
過
大
な
寄
附
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
条
文
と
法
律

構
成
を
回
答
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

１
記
載
の
事
例
に
お
い
て
、
Ａ
は
、
民
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
Ｂ
の
「
詐
欺
」
を
理
由
に
取
り
消
し
、
Ｂ
か



 

２ 

 

ら
寄
附
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
か
。
ま
た
、
Ａ
を
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
い
た
の
は
、
Ｂ
の
信
者
で
あ
る
Ｃ

の
行
為
に
基
づ
く
場
合
、
Ａ
は
、
民
法
第
九
十
六
条
第
二
項
の
「
詐
欺
」
と
し
て
取
り
消
し
、
Ｂ
か
ら
寄
附
を
取
り
戻
す

こ
と
が
可
能
か
。 

 

３ 

１
記
載
の
事
例
に
お
い
て
、
Ａ
は
、
民
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
Ｂ
の
「
強
迫
」
を
理
由
に
取
り
消
し
、
Ｂ
か

ら
寄
附
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
か
。
ま
た
、
Ａ
を
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
い
た
の
は
、
Ｂ
の
信
者
で
あ
る
Ｃ

の
行
為
に
基
づ
く
場
合
、
Ａ
は
、
民
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
「
強
迫
」
と
し
て
取
り
消
し
、
Ｂ
か
ら
寄
附
を
取
り
戻
す

こ
と
が
可
能
か
。 

 

４ 

１
記
載
の
事
例
に
お
い
て
、
Ａ
は
、
民
法
第
九
十
五
条
第
一
項
に
い
う
「
錯
誤
」
と
し
て
取
り
消
し
、
Ｂ
か
ら
寄
附
を

取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
か
。
ま
た
、
Ａ
を
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
い
た
の
は
、
Ｂ
の
信
者
で
あ
る
Ｃ
の
行
為
に

基
づ
く
場
合
、
Ａ
は
、
民
法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
「
錯
誤
」
と
し
て
取
り
消
し
、
Ｂ
か
ら
寄
附
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可

能
か
。 

 

５ 

１
記
載
の
事
例
に
お
い
て
、
Ａ
は
、
消
費
者
契
約
法
第
四
条
第
三
項
第
六
号
に
基
づ
い
て
取
り
消
し
、
Ｂ
か
ら
寄
附
を

取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
か
。
ま
た
、
Ａ
を
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
い
た
の
は
、
Ｂ
の
信
者
で
あ
る
Ｃ
の
行
為
に



 

３ 

 

基
づ
く
場
合
、
Ａ
は
、
消
費
者
契
約
法
第
四
条
第
三
項
第
六
号
に
基
づ
い
て
取
り
消
し
、
Ｂ
か
ら
寄
附
を
取
り
戻
す
こ
と

が
可
能
か
。 

 

６ 

１
記
載
の
事
例
に
お
い
て
、
Ａ
は
、
民
法
第
九
十
条
に
基
づ
き
、
そ
の
無
効
を
主
張
し
、
Ｂ
か
ら
寄
附
を
取
り
戻
す
こ

と
が
可
能
か
。
ま
た
、
Ａ
を
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
い
た
の
は
、
Ｂ
の
信
者
で
あ
る
Ｃ
の
行
為
に
基
づ
く
場

合
、
Ａ
は
、
民
法
第
九
十
条
に
基
づ
い
て
そ
の
無
効
を
主
張
し
、
Ｂ
か
ら
寄
附
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
か
。 

 

７ 

民
法
第
九
十
条
に
関
し
て
、
債
権
法
改
正
時
の
「
中
間
試
案
」
で
は
「
相
手
方
の
困
窮
、
経
験
の
不
足
、
知
識
の
不
足

そ
の
他
の
相
手
方
が
法
律
行
為
を
す
る
か
ど
う
か
を
合
理
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
こ
と
を
利
用
し

て
、
著
し
く
過
大
な
利
益
を
得
、
又
は
相
手
方
に
著
し
く
過
大
な
不
利
益
を
与
え
る
法
律
行
為
は
、
無
効
と
す
る
。
」
と

提
案
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
間
試
案
が
採
用
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
１
の
事
例
も
カ
バ
ー
さ
れ
、
Ａ
は
救
済
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
。 

 
 
 

こ
の
「
中
間
試
案
」
が
採
用
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
旧
統
一
教
会
な
ど
の
霊
感
商
法
や
過
大
な
献
金
に
対
応
で
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
中
間
試
案
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。
誰
（
個
人
名
で
は
な
く
、
例
え
ば
日
本
弁
護
士
連

合
会
な
ど
の
業
界
団
体
名
等
）
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
反
対
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
政
府
は
何
故
そ
の
反
対
意
見



 

４ 

 

に
従
っ
た
の
か
。 

 

８ 
２
な
い
し
６
に
挙
げ
た
民
法
第
九
十
条
、
同
法
第
九
十
五
条
、
同
法
第
九
十
六
条
、
消
費
者
契
約
法
第
四
条
第
三
項
第

六
号
の
ほ
か
に
、
Ａ
が
、
Ｂ
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
お
い
て
、
Ｂ
に
対
し
て
、
Ａ
の
収
入
や
資
産
に
比
し

て
過
大
な
寄
附
を
し
た
場
合
、
そ
の
寄
附
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
根
拠
条
文
は
あ
る
か
。 

二 

寄
附
者
自
ら
は
返
還
を
請
求
し
な
い
ケ
ー
ス 

 
 

一
の
各
事
例
は
、
Ａ
が
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
に
、
Ｂ
に
対
し
て
自
ら
過
大
な
寄
附
の
返
還
を
請

求
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
、
Ａ
が
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
解
放
さ
れ
ず
、
よ
っ
て
、
Ａ
自
ら
は
過
大
な

寄
附
の
返
還
を
請
求
し
な
い
も
の
の
、
Ａ
の
過
大
な
寄
附
に
よ
っ
て
、
Ａ
の
配
偶
者
や
子
ら
の
生
活
が
困
窮
す
る
場
合
、
Ａ

に
代
わ
っ
て
、
Ａ
の
配
偶
者
や
子
が
そ
の
寄
附
を
取
り
消
し
、
あ
る
い
は
無
効
を
主
張
し
て
、
Ｂ
に
対
し
て
過
大
な
寄
附
の

返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
条
文
と
法
律
構
成
を
回
答
さ
れ
た
い
。 

三 

寄
附
者
の
財
産
管
理
権
の
制
限 

 

１ 

Ｂ
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
っ
て
、
Ｂ
に
対
し
て
、
そ
の
収
入
や
資
産
に
比
し
て
過
大
な
寄
附
を
行

い
、
本
人
や
そ
の
家
族
を
困
窮
さ
せ
る
Ａ
に
つ
い
て
、
そ
の
財
産
管
理
権
を
制
限
す
る
こ
と
は
可
能
か
。 



 

５ 

 

 
２ 

１
の
事
例
に
お
い
て
、
民
法
第
七
条
に
基
づ
き
、
Ａ
に
つ
き
成
年
後
見
開
始
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
可
能
か
。
あ
る
い

は
民
法
第
十
一
条
に
基
づ
き
、
Ａ
に
つ
き
保
佐
開
始
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
可
能
か
。
あ
る
い
は
民
法
第
十
五
条
に
基
づ

き
、
Ａ
に
つ
き
補
助
開
始
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
可
能
か
。 

 

３ 

１
の
事
例
に
つ
い
て
、
現
行
法
に
お
い
て
は
、
Ａ
が
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
限
り
、
Ａ
や
、
そ

の
配
偶
者
、
子
を
保
護
す
る
こ
と
は
不
可
能
か
。 

 

４ 

平
成
十
一
年
改
正
に
お
い
て
、
準
禁
治
産
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
「
浪
費
」
が
宣
告
事
由
か
ら
除
か
れ
た
の
は
何
故
か
。 

 

５ 

平
成
十
一
年
改
正
前
は
、
Ａ
が
、
Ｂ
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
お
い
て
、
Ｂ
に
対
し
て
、
そ
の
収
入
や
資

産
に
比
し
て
過
大
な
寄
附
を
行
い
、
Ａ
の
配
偶
者
や
子
の
生
活
が
困
窮
し
た
場
合
、
Ａ
に
対
し
て
「
浪
費
」
を
理
由
に
準

禁
治
産
宣
告
を
求
め
、
Ａ
の
財
産
を
保
全
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
４
の
と
お
り
「
浪
費
」
が
宣
告
事
由
か

ら
除
か
れ
た
の
で
、
こ
れ
が
不
可
能
に
な
っ
た
。
つ
い
て
は
、
過
大
な
寄
附
を
「
浪
費
」
と
し
て
認
定
し
、
Ａ
や
、
そ
の

配
偶
者
、
子
を
保
護
す
る
た
め
、
成
年
後
見
、
保
佐
あ
る
い
は
補
助
の
開
始
事
由
と
し
て
「
浪
費
」
を
追
加
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。 

 
 
 

ま
た
は
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
過
大
な
寄
附
な
ど
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
本
人
の
財
産
に
著
し
い
損
害
が



 

６ 

 

発
生
す
る
こ
と
を
、
成
年
後
見
、
保
佐
あ
る
い
は
補
助
の
開
始
事
由
と
し
て
追
加
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


